
（注）管理形態欄には，直営・管理委託・指定管理者の別を記入してください。

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

　■　有　　□　無

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：令和元年度）

施 設 の 名 称 宮城県蔵王野鳥の森自然観察センター　

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 指定管理者（管理受託者）の名称 摘 要

指 定 管 理 者 の 名 称 特定非営利活動法人　宮城県森林インストラクター協会　

施 設 所 管 部 課 （ 室 ） 環境生活部　自然保護課　

管理形態

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無

利 用 料 金 の 名 称 入館料

開 館 （ 所 ） 日
◇ 月曜日（休日を除く）を除く日
◇ 休日の翌日（休日，日曜日，土曜日を除く）を除く日
◇ １２月２８日から翌年の１月４日までを除く日

開 館 （ 所 ） 時 間 午前９時～午後４時３０分

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

（１）自然保護思想の普及及び啓発に関すること。
（２）自然環境の保全に関する学習に対する支援に関すること
（３）蔵王野鳥の森の自然環境についての情報の収集及び提供に関すること。
（４）自然観察センターの維持管理に関する業務
（５）上記の他、自然観察センターの設置目的を達成するために知事が必要と認める業務

設 置 目 的
優れた自然と多種多様な野生動植物との触れ合いを通じて県民の自然保護思想の向上
に資するため、自然観察センターを設置する。

６，１４９．９９㎡

構 造 鉄筋コンクリート造　一部２階建

内 容 １階　504.37㎡　　　２階　623.70㎡

施 設 の 内 容

敷 地 面 積

所 在 地 刈田郡蔵王町遠刈田温泉字上ノ原162-1

設 置 年 月 平成６年４月

根 拠 条 例 等 自然観察センター条例

　■　公募　　□　非公募

施 設 の 名 称 宮城県蔵王野鳥の森自然観察センター

指 定 期 間 　平成２９年４月１日～令和４年３月３１日（５か年）

募 集 方 法

平成２９年　４月～令和　４年　３月 指定管理者 特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称 特定非営利活動法人　宮城県森林インストラクター協会

所在地 宮城郡利府町神谷沢字菅野沢41

平成２１年　４月～平成２４年　３月 指定管理者 特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会

平成２４年　４月～平成２９年　３月 指定管理者 特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

人 人 人

（注）対象施設が複数ある場合は，施設ごとに記入してください。

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

収　　　支 445 102 157 35.3% 153.9%

1,161 105.5% 96.6%

支　　　出 655 1,100 1,004 153.3% 91.3%

※ 自主事業の収支実績

収　　　入

項　　　　　目

事業計画 実　　績

92.0%

307 275

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和元年度）

(A)

前　年　度
（平成30年度）

(B)

評価対象年度
（令和元年度）

(C)

90.2% 89.6%

実　　績
対計画比
(C)/(A)

対計画比
(C)/(A)

9,535 8,776 87.8%

3,292 2,836 91.5%

開館（所）日数 305

延べ利用者数 10,000

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和元年度）

(A)

前　年　度
（平成30年度）

(B)

評価対象年度
（令和元年度）

(C)

項　　　　　目

事業計画

86.1%

無料入館者 6,900 6,243 5,940 86.1% 95.1%

有料入館者 3,100

92.0%

評価対象年度
（令和元年度）

(A)

前　年　度
（平成30年度）

(B)

評価対象年度
（令和元年度）

(C)

合　　　　計 10,000 9,535 8,776 87.8%

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

91.6% 86.9%

県指定管理料 23,704 23,704 23,923

その他 1,166 1,330 1,348

100.9% 100.9%

利用料金収入 1,000 1,054 916

14,395 14,716

115.6% 101.4%

収 入 計　(ａ) 25,870 26,088 26,187 101.2% 100.4%

96.4% 102.2%

施設管理費 3,221 3,256 2,929 90.9% 89.9%

人件費 15,258

153.3% 91.3%

事業運営費 6,736 7,328 7,536

支 出 計　(ｂ) 25,870 26,079 26,185

111.9% 102.8%

その他 655 1,100 1,004

67 77

101.2% 100.4%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 9 2 26.4%

114.0% 114.8%

次期繰越収支差額 77 77 79 103.1% 103.0%

1,100 1,202

前期繰越収支差額 68

　※　自主事業を実施している場合は，上記に準じて，自主事業の収支実績を別掲すること。



６．評価対象年度（令和元年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

2 人 8 人人員体制 正規 非正規

　計画とおりの人員で管理運営にあたり
ました。
①管理区域及び付属施設について
は、散策路の巡視を４９回、散策路の
整備を４６回実施しました。
②建物等の管理は再委託分を含めて
適正に管理を実施しました。
③物品の使用及び管理・施設の共有
等は破損・紛失等は無く適正な管理運
営に努めました。
自主イベントは総数７６回で参加者人
数は９７８名で、総数は減りましたが、
参加人数で前年比１０７％と増加しまし
た。
入館者数及び入館料収入とも減少し
ましたが、昨年１０月の台風１９号・展
示替え工事の休館が影響しておりま
す。

A

　昨年１０月の台風１９号・展示替え工事の
休館が影響して，入館者数は目標を下回っ
たものの様々に工夫を凝らした自主イベント
の参加人数は前年度比１０７％と増加する
など入館者促進に努めている。また安全管
理の順次も随時実施するなど，適切な管理
運営体制であったと認められる。

A

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【施設所管課記入】

　「施設の保守・管理に関する業務計
画」に従い、各業務をを実施しました。
職員が実施する業務として
〇巡視時のいち早い危険木や枯損木
の発見と散策路のごみや枝などの障害
物の撤去を行いました。
〇建屋、貸与品の軽微な修繕は職員
が実施しました。

　再委託分は計画書とおり実施し、職
員が実施する業務では
〇巡視時には巡視報告書を作成して
職員間の情報共有に努め、効果的に
巡視・森林整備を行いました。
〇散策路の維持管理は計画的に行
い、野鳥の森利用者の安全確保に努
めました。

A

　施設・整備の維持管理として，巡回時の巡
回報告書を作成することで，職員間の情報
の共有化を行っているなど，施設の維持管
理が適切に実施されたと認められる。

A

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】

①管理運営体制

　所長１名、主任１名、準職員７名、経
理サポーター１名で管理運営にあたり
ました。
管理運営内容は
①教育機関に野外体験の場としての
有効性を広報、蔵王自然の家との協
力体制を継続することにより利用者の
利便性を向上しました。
②自然体験教室・自然観察教室を強
化して利用者が気軽に自然に親しめる
施設を目指して活動しました。
③施設管理は安全・安心は当たり前の
考えに立ち、随時巡視を実施して安
心・安全に努めました。
以上のことを実施するにあたり、甲種防
火管理者講習終了者及び乙種第４類
危険物取扱者免状所持者をもって人
員配置しました。

A

　蔵王の食文化や野鳥の森の歴史などを取
り入れた企画で前年度並みの回数を開催
し，参加人数も昨年度を上回っており，更な
る来館者の確保に向けた企画・運営が適正
に実施されたと認められる。 A

③運営業務（ソフト
　 事業等）の実施

　幅広い年齢層でも気軽に自然できる
ように体験ができるように以下の施策を
設定して運営しました。
①展示学習プログラム
特別展示コーナーには生物多様性普
及啓発活動のためのポスター展示を
行い、当年度の取り組み状況を写真展
示を行いました。
②自然体験プログラム
自然観察の「野鳥のくらしを探ろう」の
実施とともに、森のカフェ・森の癒し体
験を実施しました。
③ものづくり体験プログラム
簡単に制作できる木工品をメインに実
施しました。
④広報活動強化プログラム　HPやブロ
グを随時更新してイベント情報や施設
案内を提供しました。

①展示コーナーにあっては、ご意見
カードに「暗くて読みにくい。」との要望
があったことから、照明の角度やLED化
を実施することにより、満足度向上に努
めました。
②利用者からの要望や意見を取り入
れながら、要望の多いイベントや参加
者の多いイベントを検討しながら、減ら
すべきか増やすべきか適正な運営に
努めました。
③ものづくり体験
制作できる木工を増やしたり、簡単にで
きる方法を職員同士で検討して要望に
対応しました。
④仙南各市町村の広報誌にイベント情
報を掲載するための情報提供やJAF・
子育て支援誌にも情報提供をしまし
た。

A

②施設・設備の維持
　 管理業務の実施

④自主事業の実施

蔵王の食文化や野鳥の森を活用、利
用者からの要望に応えた、森カフェ・森
の癒し体験を企画して７６回実施しまし
た。

昨年度の実施数７８回より減少しました
が、９７８名の参加者があり、参加者は
プラスになりました。昨年度の雪不足に
より冬季間のイベントは実施できなかっ
たことにより、回数は減少しました。

　利用者の増加に伴いクラフト体験コーナー
の増設を行ったり，蔵王の自然をより多くの
利用者が享受できるように建屋周辺の各広
場を再生整備するなど，利用者へのサービ
ス向上に努めていると認められる。

A
⑤利用者サービス
　 の向上

〇館内のことリブローチ作りの作成でき
る木型を要望の多かったものを中心に
数を増やして要望に応えるようにしまし
た。
〇野鳥の森を気軽に散策できるように
定期的にガイドを実施して、希望に応じ
て随時ガイドを実施しております。
〇来館者に声掛けを実施するととも
に、野鳥観察室には職員が対応して野
鳥の説明を実施しております。
〇無料開放日として４月２９日（開館記
念日）、５月１０日～同１６日（愛鳥週
間）、１０月２６日～２７日（東北文化の
日）、及び毎月第４水曜日を実施して
おります。

〇館内展示は、キープ協会の実施す
るインタープリターズキャンプに職員を
研修とした参加させ、利用者目線で展
示するように心がけ、その季節感を館
内展示を行いました。
〇野鳥の森利用者には季節の花々を
堪能できるように散策路の案内図、
花々の小冊子を配布しております。
〇館内にセンサーカメラで捉えた野鳥
の森の動物たちを映像として流して、
誰もが視聴できるようにしております。

A

　展示コーナーにあっては、ご意見カードに
「暗くて読みにくい。」との要望に対し照明の
角度やLED化を実施するなど，適切に運営
されたと認められる。

A



評価 評価

〇受付脇にAED装置を設置して職員誰でも
が使えるように、年一回の救急救命士から
の講習を受講しております。
〇消防訓練は年二回実施しており、通報訓
練・避難訓練・消火訓練を実施しておりま
す。
〇防火管理者の講習を職員５名が受講、乙
種第４類危険物取扱者も５名のものが所持
しており、緊急時の連絡先や近隣の病院等
の連絡先を事務所内に掲示して、緊急時に
は遅滞なく対応できるようにしております。

消防計画に基づいた防火管理と消防
訓練を年二回実施しました。自然災害
を想定した防災計画を作成して運用し
ております。

A

A

　ご意見カードの意見や要望等に，適宜対
応状況を知らせるようにしており，適切な対
応であると認められる。

A
⑥利用者の苦情，
　 要望等の把握
   とその反映

利用者の意見、要望等は「ご意見カー
ド」に記入していただいております。設
置場所は入館者受付カウンター及び２
階休憩コーナーの二か所に設置してお
り、寄せられた意見や要望は入口風除
室に掲示して対応状況をお知らせして
おります。

〇ご意見カード回収数８４枚
〇意見記載カード７枚
〇意見対応数７件

県の評価
【施設所管課記入】

　消防計画に基づいた防火管理と消防訓練
を年二回実施し，自然災害を想定した防災
計画を作成して運用しており，適切な管理
運営体制により，来場者の安全確保に努め
ていると認められる。

A

⑧県民の平等利用

　利用者の平等利用のために、特定の
個人や団体、グループに対して有利や
不利にならないようにしました。特に障
害を持った方や弱者に対しては可能な
限り安全かつ負担にならないように配
慮しました。

　公共の施設として何人も不公平感が
ない施設であるべきで、利用者が公平
に利用できるように、各市町村広報、
HP等で広く発信を行いました。

A

　利用者が誰であるかにより有利・不利にな
らないよう配慮されており，多種多様な利用
者に対して適切な運営体制であったと認め
られる。

A

⑦安全対策

⑨個人情報の保護

　蔵王野鳥の森自然観察センターの管理に
関する協定書第２２条を厳守して、イベント
参加者等からの個人情報の収集は本人の
理解を得た上で実施しました。特にご意見
カード協力者やイベント参加者の個人情報
は集約し所長を個人情報保護管理者に定
めて責任を明確にしたうえで管理保管をしま
した。

　イベント参加者の名簿・ご意見カードは、速
やかに個人情報管理者に移行するようにイ
ベント時ごとに注意を促しております。ボラン
ティアスタッフ名簿も個人情報として取り扱
い、個人情報はすべて金庫に施錠して保管
してしてあります。

A

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】

費用対効果を考慮した予算の活用を行いま
した。

A

　個人情報の管理について，適切に取り扱
われている。

A

⑩利用実績

上記「４．施設利用実績」のとおり。 〇開館日数 　計画３０５日　実勢２７５
日　（台風に休館・展示替え工事によ
る休館３０日）　対比90.2％
〇利用者数　計画10,０００人　実績8,
７７６人対比　８７．８％
〇利用料金収入　計画1,000,000円
実績915,530円　対比９１．６％
〇自主事業等収入　計画1,100,000
円実績1,161,490円　対比１０５．６％
以上の結果となりました。

B

　利用者数は前年度比で若干減少したが，
自主企画収入が増加しており，集客に対し
ての努力の効果が認められる。

B

　収入，支出ともに前年度より増加しており，
収入に見合った費用対効果を考慮した予算
活用となっている。

A

⑫その他の取組

蔵王町農林観光課の依頼でインバウンド招
致の案内を行い、また、ろくろ祭りに出店する
などの地域観光との協力を密にしました。年
二回の外部評価委員会を開催して客観的
立場で、施設運営に役立てております。

宿泊施設からの依頼による外国人の利用者
が複数見られるようになりました。蔵王自然
の家、えぼしリゾート、こけし館との協力体制
が築くようになり、また、外部評価委員会か
らの建設的な意見を取り入れ施設運営につ
ながりました。

A

　入館者数は前年度より減となっているが，
蔵王町との関係を密にしたり，蔵王自然の
家との協力体制を図る等，入館者数の増加
へ向け適切な取組が実施されていると認め
られる。 A

⑪収支実績

上記「５．管理運営収支実績」のとおり。

A総　合　評　価

　指定第３期３年目にあたり、事業計画書に
則り管理運営を行いました。利用者、利用
料金収入との減となりましたが休館の影響と
思われます。今後とも県民サービス・自然に
親しむ場所を目指して活動を継続していき
ます。

A

　誠実に管理運営されており，努力と工夫も
十分評価に値する。
　年度末の展示替えを好材料として，更に
当該施設の認知度向上に向けた新たな取
組に期待したい。



　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営を行った。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営を行った。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず，大いに改善努力が必要である。

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営が行われた。

項　　　　目
指定管理者

【指定管理者記入】
県

【施設所管課記入】

管理運営の課題等

　１　施設及び付帯設備の維持管理　開館から２５年が経過してし
ており建屋及び散策路の経年劣化が見られ、その維持管理に多く
の労力を割くことにより利用者サービス低下が懸念される。
２　学校関係の施設利用者の増加対策　近年少子高齢化社会を
迎えており小中学校の統廃合が進むことが懸念される。よって、各
教育団体、蔵王自然の家、蔵王町観光物産協会等に対しての情
報発信活動が重要となっていく。

　入館者数は前年度より減となっているが，蔵王町との関係を密にし
たり，蔵王自然の家との協力体制を図る等，入館者数の増加へ向
けた取組は評価される。
　引き続き，様々な方法により施設の周知に努めてほしい。


